
◀夜になると街中を巡った各地区の山車や屋台が当番町の特
設会場に集合します。祭りのフィナーレには、「ぶんぬき」と
呼ばれるお囃

はや

子
し

の共演が行われ、最高潮の盛り上がりを迎え
ます。

▶︎神輿が練り歩く
一足先には屋台が
まちを巡り、お祭り
を盛り上げます。

◀28日に行われた子
供神輿。「オィッサー、
オィッサー」と子供
たちの元気な掛け声
とともに、地域を巡
りました。

▲写真に映る「八
やまたのおろち

岐大蛇」を題材にした山車のほか、祭り
に参加する鷲子地区各組の、手の込んだ山車や、鷲子彫
の屋台が、鷲子山上神社から各地区をリレー形式で巡る
神
み こ し

輿を出迎えます。

▲祭りの終盤に行われるお宮入り。町を巡った神輿を境内に入れよう
とする組と、神社境内に入れまいと阻止する組による激しいぶつかり
合いが何度も行われます。

鷲子山上神社夏季例大祭

大宮地区夏祭り
（祇園祭）

受受けけ継継がれるがれる地域地域のの伝統伝統

　７月16日、鷲子山上神社夏季例大祭が開催されました。この
祭りは、４年に１度美和地域鷲子地区で開催されます。各組自
慢の山

だ
車
し
や屋台が集い、久しぶりの賑わいとなりました。

　７月28日・29日の２日間にわたり開催された大
宮地区夏祭り。甲神社の境内にある素

そ
鵞
が
神社の祭礼

で「関東の三大裸祭り」として有名です。28日には
子供神輿、29日には大人神輿が大宮地域旧道を練り
歩きました。
　裸でぶつかり合う姿は、今となっては日本国内で
も珍しい、まさに「受け継がれる地域の伝統」です。
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